
初回免疫・追加免疫でヌバキソビッド筋注を接種できる年齢や
接種間隔等は以下のとおりです。

他のワクチンの接種を予定されている方は
接種間隔等にご注意ください。

ヌバキソビッド®筋注を接種いただくにあたって

第33回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会（2022/07/22）; https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_26922.html
及び 厚生労働省 新型コロナQ&A https://www.cov19-vaccine.mhlw.go.jp/ qa/0037.html より作図
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注2） 創傷時の破傷風トキソイド等、緊急性を要するものに関しては、例外として2週間を空けずに接種可能　注3） インフルエンザワクチンを除く

注1） 原則として、他のSARS-CoV-2に対するワクチンと混同することなく2回接種してください。
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新型コロナワクチン：SARS-CoV-2ワクチン
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可能

② どちらのワクチンを先行接種しても
接種間隔の規定なし

インフルエンザワクチン
以外の他のワクチンを
接種する場合
① 新型コロナワクチンと同時接種
できない注2）

② どちらのワクチンを先行接種しても
13日以上の接種間隔が必要

▶初回免疫では、十分な効果を得るために
３週間の間隔で計2回の接種が必要です注1）。
▶1回目の接種から３週間を超えた場合には、
できる限り速やかに2回目の接種を受けて
ください。

▶追加免疫は、前回の接種をした日から6ヵ月以上
過ぎた12歳以上の方が接種できます。

３週間1回目

12歳以上

6ヵ月以上2回目

12歳以上

6ヵ月以上追加
免疫 6ヵ月以上追加

免疫

12歳以上 12歳以上

初回免疫 追加免疫（3回目以降の接種）



適正使用のための情報提供

本剤のご使用に当たっては、右の二次元コードを読み取る等、電子添文をご参照ください。
URL　https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/bookSearch/01/14987123002780

「武田薬品COVID-19 ワクチン関連特設サイト（日本）＜組換えタンパクワクチン-武田＞」
では、最新の製品情報（添付文書等）や関連資材等の情報提供をしています。
URL　https://www.go-beyond-covid-19.jp/

自治体様向けホームページ内では以下の情報が提供されています。
■添付文書
■ワクチンの取り扱い
■ワクチンの適正使用情報
■ワクチンの安全性・
有効性について
■Q&A  

武田薬品工業株式会社　くすり相談室
〒103-8668 東京都中央区日本橋本町二丁目1番1号

フリーダイヤル 0120-566-587
受付時間 9:00～17:30

（土日祝日・弊社休業日を除く）

参 考

薬液（0.5mL）を吸引する際は、
コアリングの発生に注意して穿刺してください。

▶注射針をゴム栓に対して垂直に穿刺してください。
▶回転させながらの穿刺はしないでください。
▶2回目以降は同じ場所を避けて穿刺してください。　等

黒線＊で示した中央サークルの内側を穿刺してください。
前に穿刺した場所と同じ場所を穿刺しないでください。

＊: 黒線は中央サークルを強調したものです。
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中央から、渦巻き状に
外周に向かって穿刺していく
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波線状に
穿刺していく
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タテに穿刺していく



ヌバキソビッド®筋注を保存いただくにあたって

ヌバキソビッド®筋注を調製いただくにあたって

3-5-4045（第1版） （SR）

凍結を避け2～8℃で保存してください（外箱開封後は遮光してください）。
有効期間は14ヵ月です。

遮光して2～25℃で保存してください。
初回使用から12時間以上経過したものは廃棄してください。

外箱を開封する前の保存方法

一度針を刺したバイアルの薬液の保存方法

超低温での保存や、凍結した状態での保存は
行わないでください。

ヌバキソビッド筋注には、保存剤を含まない薬液が1バイアルに10回接種分
（1接種0.5mL）充填されています。
本剤を接種する際は、以下の手順に従い準備してください。

1. 接種用器具は、ガンマ線等により滅菌されたディスポーザブル品を用い、被接種者ごとに
取り換えてください。

2. 使用前に常温に戻してください。
3. 本剤の1バイアルには10回接種分の用量が充填されています。
4. 希釈の必要はなく、溶解操作は不要です。
5. 本品は無色から僅かに黄色い、澄明から乳白光を呈する液です。
使用前にバイアルに変色、異物の混入その他の異常がないかを目視で確認し、異常を認めた
ものは使用しないでください。

6. 吸引の際には容器の栓及びその周囲をアルコールで消毒してください。
▶吸引前及び吸引毎に容器を静かに回転させ、振り混ぜないでください。
▶この操作に当たっては、雑菌が迷入しないように注意してください。
▶コアリング（注射針をさし込むときにゴム栓が削られバイアル内に混入すること）を発生
させないように注意してください（詳細は中面の「参考」をご参照ください）。

7. バイアルの栓を取り外さないでください。
8. 薬液を他の容器に移して使用しないでください。

開封前は
２～８℃




